
 

 委員からの意見 対応 

意見１  

会長： 

 基本構想の評価にあたっては、評

価指標の設定も大事であり、（難し

い面もあるが）第３回協議会までに

評価指標の例などを提示してもら

いたい。  

 

   

 評価指標の例を第３回協議会(今

回)に提示します。 

意見２  

Ｄ委員： 

 秋田駅西口に障がい者駐車スペ

ースを３台確保してもらえないか。

  

 

 

 障がい者用駐車スペースについて

は、秋田県バリアフリー社会の形成に

関する条例施行規則に基づき、秋田駅

西口駐車場に車イス使用者用駐車施

設を１区画設けています。 

 今回のご要望を受け、当社でも車イ

ス使用者用駐車施設の利用状況を改

めて確認したところ、複数の車イス使

用のお客様が同時に使用するケース

も見受けられたため、今後、２台分の

スペースを確保することを検討して

参ります。（東日本旅客鉄道株式会社

より） 

 

意見３ 

 

 

Ｈ委員： 

 今年のような大雪が降った場合、

横断歩道やバス停の除雪が行き届

いているかについて、評価すること

も良いのではないか。 

  

 

 定期的に市民満足度調査などを実

施して評価することを検討します。 

 なお、高齢者や障がい者等の移動の

円滑化を図るためには、除雪も重要な

取組であることから「第７ 包括的に

取り組む事項」の「３ 関連事業」の

中に、「冬期間の歩行者空間の確保」

を追記します。 

 

意見４ 
 

 

Ａ委員： 

 車いすマークが付いている所に、

車いすの方を乗せてきた人もできる

と思っている人がいる。 

 そういった勘違いが起きないよ

う、心のバリアフリーの啓発を行う

必要がある。 

 

 バリアフリー推進に向けた課題を

明確にするため、「第４ バリアフリ

ー推進にあたっての課題」の「市民意

向からの課題」の中に、過去に行った

アンケート等をもとに、利用者のマナ

ーが問題となった駐車場、トイレの写

真を具体例として差し込み、「障がい

者マークが表示されている施設を利

用する際は、障がい者等への配慮が求

められます」を追記します。 
 

資料１－１


